
 

 

    

   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

シリーズ 知っていましたか、青谷のこと？ 

青谷さんぽフェス、ようこそまつり、花火が同日開催！ 
 

           7月2７日に、青谷地区まちづくり協議会主催で「長尾鼻と夏泊を

楽         楽しむ」が開催されました。暑い中での開催でしたが、「長尾鼻灯台                        

          中に、初めて入って感動した」「海鮮バーベキューが最高だった」「血   

          染めヶ池に初めて行って良かった」等と大好評でした。事業内容も好  

          評でしたが、最も多かったのが、いろんな人と話ができたということ  

          でした。コロナ禍は人と近付いたり話をしたりということが禁じられ

て、大変苦しい思いをしてきましたが、このような事業の度にいろい

ろな人と交流できるので嬉しいという人が 

増えたように感じます。交流機会を増やす 

ため、このような会にはできるだけ参加す 

ると楽しいだろうと思いました。 

 なお、長尾鼻灯台についての問合せは、 

境海上保安部（０８５９－４２－２５３2）で受け付けるということです。 

 

 

草刈り、半端ない！ 

「備蓄米期限切れ」、その後「延長」というニュースが流れましたが、私は備蓄米が並んで

いるのを見たこともなく、そうなのかという感じです。まあ、米ができれば、今後は影響

ありませんが・・・（？）。 

 さて、先月は稲の間の草刈りが大変だという話を書きましたが、今月も酷暑が続き、草

刈りが捗っていません。と言うよりも、要領が掴めないので、1時間かけて 100分の 1も

刈れません。この酷暑の中、これを 100回するのかと思うと気が遠くなります。私の方が

期限切れになりそうです。 

 草刈り機でならいくらでもする気持ちはありますが、 

カマで草を刈るのは苦しく、すぐに体の限界が来ます。 

 こうなったら、ほっといて稲刈りのときに、草と選別 

するかなと弱気になっています。 

 こんな状態で、どのくらいの収穫があるのか不安な今 

日この頃です。 

２０２５年 青谷地区公民館長だより ９月号  

                 今年は青谷さんぽフェスも、ようこそまつりも、花火も 10月 18日（土）と聞

き、驚きでした。青谷さんぽはあちこちで開催するのに、ようこそ館前の広場

（青谷賑わいの場）でようこそまつりが開催できるのかなと思いました。 

                そこで、青谷さんぽフェスの桝田康広さんと、青谷ようこそまつり実行委員 

会の川内悟司委員長のお二人にお話を伺いました。 

枡田さんは、「青谷さんぽフェスは、町外からもたくさん来られます。ようこ 

そまつりは、午後３時からの事業で、町内の人が中心です。どうせなら、 

1日で両方やれば町内からも町外からもたくさん来られるなと考えました。」 

川内さんは、「去年の花火がすごく好評で、今年も是非やってほしいという声が多かったので嬉しか

ったです。どうせやるならたくさんの人に見てもらおうと思い、ゆっくり 

と町並みを歩き、上寺地や和紙工房にも行ってから、ようこそ館前に 

集まって最後に花火を見て帰るというように、１日中青谷を楽しんで 

もらえたらと思います」と語っておられました。 

今までと違うのは、本部が青谷駅の前ではなく、ようこそ館前を使 

うということです。出演する音楽も今までよりもさらにレベルアップして 

いるそうです。花火も昨年度よりさらにボリュームアップさせたいと川 

内さんも燃えておられました。 

なお、去年の花火に感動したという方は、 

その気持ちを花火募金でﾞ表していただけると、さらに力が入ると話しておら 

れました。募金箱は、青谷町総合支所、青谷地区公民館、青谷ようこそ館、 

町内飲食店等に置いてあります。  

 10月 18日（土）は、青谷に多くの人が押し寄せて賑やかな 1日になるよ 

う、遠くの人も誘って行きましょう！ 

おわりに 
 青谷高校が県外からの入学生を募集しているということです。校長先生によると、県外

から入学しても、住める賄い付きの家が足りなくて困っていると聞きました。確かに県外

高校生は、寮が無いと生活できません。高校生を卒業するまで賄い付きで面倒見てやると

いう方がおられたら、県外からも安心して来られますね。やってやろうという方があれば

お願いしたいということでした。協力できるという方は青谷高校にお知らせください。 

○青谷さんぽフェス 

午前 10時～午後 3時  

○青谷ようこそまつり 

午後 3時～午後 6時    

○花火 

午後 6時～       

稲を切らないようにして草を切るのは、慣れないと難しい･･･ 

花火の募金箱 

青谷さんぽフェスのロゴマーク 

これだけ朝から夜まであると、運営も大

変ですが、青谷が盛り上がりますね。 

長尾鼻灯台のてっぺんに上

がるなんて、ちょっとない経験 

豪華 海鮮バーベキュー 


